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簡単のため、一次元平板体系について考える。また、変数の位置依存性は省略して記述する。

詳細群輸送方程式の衝突項は以下のように書ける。

Σt,gψg(µ) (1)

これについて q ∈ gの総和をとると以下が得られる。∑
q∈g

Σt,gψg(µ) = Σt,q(µ)ψq(µ) (2)

ここで

Σt,q(µ) =

∑
q∈g

Σt,gψg(µ)

ψq(µ)
(3)

であり、「角度依存全断面積」に対応する。この Σt,q(µ)を以下のように Legendre展開する。

Σt,q(µ) =
∑
l

2l + 1

2
Pl(µ)Σt,l,q (4)

これを式 (2)に代入すると以下が得られる。(∑
l

2l + 1

2
Pl(µ)Σt,l,q

)
ψq(µ) =

(∑
l

2l + 1

2
Pl(µ)Σt,l,q

)(∑
l′

2l + 1

2
Pl′(µ)ϕl′,q

)

=
∑
l

{
2l + 1

2
Pl(µ)

(∑
l′

2l′ + 1

2
Pl′(µ)Σt,l′,q

)
ϕl,q

}
(5)

一方、詳細群輸送方程式の衝突項における角度中性子束を以下のように Legendre展開して記述する。

Σt,g

∑
l

2l + 1

2
Pl(µ)ϕl,g (6)

これについて q ∈ gの総和をとると以下が得られる。∑
l

2l + 1

2
Pl(µ)

∑
q∈g

Σt,gϕl,g =
∑
l

{
2l + 1

2
Pl(µ)Σ̂t,l,qϕl,q

}
(7)

ここで、

Σ̂t,l,q =

∑
q∈g

Σt,gϕl,g

ϕl,q
(8)

であり、「Legendreモーメント重み全断面積」に対応する。

式 (5)と式 (7)は等価となるべきであるため、Σt,l,q と Σ̂t,l,q が一致しないことは自明である。
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